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今月のＴＯＰＩＸ  ～大学の基礎知識～ 

【先月の解答】 
 

 ① １（時間） + １（日）＝２５（時間） 

 ② １（ｋｍ） + １（ｍ）＝１００１（ｍ） 

 ③ １（Ｌ） + １（ｄＬ）＝１１（ｄＬ） 

【今月の問題】 

三角定規を 1 つだけ使って、紙の上

に 2つの平行な線を２つ書きなさ

い。 

ただし、三角定規は１度しか動かし

てはいけません。 

つまり、一度紙の上に置いたらそこ

から動かしてはいけません!! 

【多様化する大学入試】 

大学入試は大きく分けて「一般選抜入試」と「特別選抜入試」に

分類されます。一般選抜入試は、学力試験による入試であり、

通常「大学入試」といえばこちらの一般選抜入試をイメージ  

することが多いです。国公立大学では、1次試験としてセンター

試験を課し、2次試験として大学独自の試験を課すのが通常の

試験方式です。私立大学では、大学独自の試験のみで合否を

判定する方式とセンター試験の成績で判定するセンター方式 

とがあります。私立大学では、年々センター試験を利用する 

大学が増えており、現在では 90％の私立大学がセンター試験

を利用した入試を実施しています。また、2015 年度に上智  

大学が導入した「ＴＥＡＰ利用型入試」の様に外部試験を利用 

した入試も今後増加することが予想されます。特別選抜入試

は、主に学力試験以外の方法で入学者の選抜を行う試験方式

であり、推薦入試とＡＯ入試があります。これらの方式は一般

選抜入試よりも早い時期に行われることが多いです。このよう

に大学入試の制度は多様化しているため、受験生はそれぞれ

の入試制度をよく理解して受験したい大学・学部の入試方式や

出願科目に合わせた学習計画を立てることが重要です。 

 

今年度（2015 年度）の一般入試の志願者数日本一は近畿大で、

2 年連続の日本一となりました。2009 年度まで日本一の座を  

保っていた早稲田大は 3 位で、その後 4 年連続で日本一だった

明治大は 2位となりました。少子化により受験世代にあたる 18歳

人口は今後も減少傾向が続くと予測されており、大学間での学生

の獲得競争が激しくなってきています。多くの学生を取り込もうと

して、学部・学科を新設・改組したり、入試方式を多様化したり  

するなどの対策を講じるのが当たり前となっています。今回は、  

昨今の大学を取り巻く状況や、それによって多様化した大学入試

の仕組みについて解説します。 

【大学を取り巻く環境】 

近年少子化がますます進行し、高校卒業者数は減少傾向が続い

ています。一方で、大学の入学定員の総数は増加しているため、

数字の上では大学を選ばなければ大学入学希望者全員が大学

に入学できるという状態になってきています。 

こうした状況の中で、大学間の学生獲得競争はますます激しさを

増しています。各大学とも、大学の特色を生かした教育内容を 

充実させたり、奨学金制度を新たに設けたり、就職活動への    

サポートを強化したりなど、様々な対策を実施して受験生に   

アピールしています。このような時代だからこそ、受験生は大学 

選びを慎重に行うべきです。自分が大学で何を学びたいのかよく

考えて、自分の目標が実現できるような大学を選ぶようにしま  

しょう。そのためには、やはり情報収集が大切です。日ごろから 

大学のホームページやパンフレットをよく読み、大学が開催する

オープンキャンパスや大学説明会に参加するなどして、自分  

自身で判断できるようにしましょう。表 1 に大学選びのポイントと

なる事項をまとめているので、参考にしてください。 

4/30（木）～5/6（水）の期間は休塾日に   

なります。5/7（木）から通常授業開始と   

なりますので、よろしくお願いいします。 


